
コブだらけの根に見覚えがありませんか？
根に大きなコブを作る病気は

根こぶ病

根こぶ病とは？
・アブラナ科植物（キャベツ、白菜、ブロッコリー、小松菜、
カブなど）の根に大きなコブを作り、植物が健全に
生育できなくなる。
・根が腐り、収穫できなくなる。
・一度発病すると病原菌が畑で増えてしまい、翌年はより
発病しやすくなる。

知っていないと大変なことに！
あなたの野菜が危ない！

根こぶ病と似てますが、こちらは害虫である

ネコブセンチュウで

根こぶ病とは対策が異なります

ブロッコリー根こぶ病 キャベツ根こぶ病

ハクサイ根こぶ病

カブ根こぶ病 コマツナ根こぶ病

ネコブセンチュウの被害



『根っこ部』とは福岡県立糸島農業高校のプロジェクトチームです！
世界の畑を根こぶ病から守るため元気に活動中

①登録のある殺菌剤を活用する。

②土壌を中性～アルカリ性にする。（ｐＨ７．０～７．５）

※①と②は、お近くのＪＡまたは普及指導センターに

ご相談ください。

③アブラナ科以外の作物を栽培する。

④CR（抵抗性品種）と種の袋に表示がある品種を栽培する。

①水はけの良い畑で栽培する。

②石灰を多めに散布して土を中性に近づける。

③ 有機質肥料 を土に混ぜ込む。（堆肥、油粕など）

根こぶ病の予防と対策方法
予防方法

対策方法

根っこ部で検索

根っこ部の活動は
ホームページを
ご覧ください！

根こぶ病が発病してお困りの方

発病する前に予防したい方

お問合せやご質問は、
お近くのＪＡまたは普及指導センターへお願いします。
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